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既に第 l号にも記しておいたように、第 l回大会の期間中、 8月 27日(木)、 28 
日(金)の二日間龍谷大学大宮図書館において、大谷文書を閲覧する機会を得た。閲覧に







第 9号、 1988年) )、ここでは、 『籍帳研究』で「直員延量元年(6 2 4 )六月勾遠
行馬慣銭勅符J (文書番号 108) 、 『文書集成』で「亘量旦官庁文書(淘j遠行馬債銭勅
符) Jと命名されている文書(以下、当該文書)に対する閲覧・検討の結果について紹介
しておきたい。
当該文書は、大谷 1310、 131 1、 1464、 1466、 1 486、 1497、 1
501、および 2401号の計八点からなる。大谷文書中の全漢文文書を番号順に掲載す
る『文書集成』では、この八点の前後関係についてふれるところがないが、 『籍帳研究』
では、前掲の標題のもとに、 (A) 1310ー (8) 1466一 (C) 1311一 (D ) 
148 6一 (E) 1497- (F) 1501一 (G) 1464一 (H) 2401という順
序で八点を配列している。八点の文書はいずれも断片として単独で現存しており、したが
ってこの順序で八点が接合できるか否かは明らかではない。にもかかわらずこの順序で配
列されたのは、 ( A )と(8 )の作成年月日が延毒元年六月二O日であるのに対して、
( C )は翌六月二一日であり、 ( 0 )、 ( E) 、および(F )の三点は欠損のために作成

















8 ]不畢.今? [ 
9 ]得違[













。大谷 1466号 文書(Ii'籍帳研究』、 312 頁/Ii'文書集成』、 64~65 頁)
]持到、期此月廿六日、仰傭事人送来。詣
2 ]畢、不得?違?失?。承 旨、奉
3 通事令 史 辛
4 ]毒元年甲申歳六月廿 日起
5 寧遠将軍吏部郎中兼兵部事麹
[註]二行目「奉J : Ii'籍帳研究』→「奉「行JJ 0 r行J字は認められず。
二行目「不得?違?失?J : Ii'籍帳研究.s. Ii'文書集成』→「不得達矢J0 r得
違矢Jの三字は左側のみの残画であり、 flJ読は不可能ではないにせよ、困難であ
る。この点については、 13 1 0号文書の左端に新たに発見された第九行が、この

























[註]三行目「剤J : Ii'籍帳研究』→「聞J (前者). i前J (後者)。
五行目 ii孟主?j J : Ii'籍帳研究』→ ii益 j J. Ii'文書集成』→「益」。こ
の箇所は官員の自署ゆえ、別筆大字で書かれていることは疑いないが、 「孟」字か
「益」字かは判然としない。ただし、 『吐魯番出土文書』第三冊に収録されている











[註]一行目 ii通JJ : Ii'籍帳研究，jJ. Ii'文書集成』→「通J。実見する限りでは、
二行目以降とは、明らかに別筆である。ただし、その理由は明らかにしえない。
三行目「霊ヱ主ヱJ : Ii'籍帳研究，jJ. Ii'文書集成』→「寧遠J。文書の様式から
して疑いないが、実際には、 「ん」と iLjの右端とおぼしき筆跡が判読できるに
すぎない。
。大谷 1491号文書(Ii'籍帳研究』、 313頁/Ii'文書集成』、 10頁)




















3 門 下 校 良日 司空 傍
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